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全体班会議印象記 １  

池谷鉄兵  

(首都大学東京 大学院理工学研究科 

A01 公募研究代表者) 

8月 4日から 7日までの 4日間、石川県小松市の栗

津温泉で平成 26年度の「動的秩序と機能」の全体班会

議が開催されました。非常に多くの参加者が集まり、

会場は始まる前からほぼ満席に埋まり、熱気に包まれ

ていました。 

 私は、今年度から公募班として、本領域に加えてい

ただいたのですが、会全体を通して私が改めで感じた

ことは、研究分野が驚くほど多岐に渡っているという

点です。細胞生物学から、有機化学、量子化学に至る

まで、生物、化学、物理のあらゆる分野の研究者が、

動的秩序と機能の解明に集結していると感じました。

また、全くの異分野の研究者が集まっているにもかか

わらず、各演題に対して質問が絶えることなく、質問

時間の 10分間が不十分と思えるほど、議論が白熱して

いた雰囲気も他の研究会にはない非常に印象深い点で

した。加えて、会議終了後の自由討論時間も非常に長

かったため、各研究者と個別に十分な議論ができた点

も大変有意義でした。私自身は、部屋に戻っても、さ

らに風呂に入っている最中も、同室の先生方と非常に

濃い議論ができ、今後の研究方針を考える上で大変有

用でした。同室だった奥村先生からは、モンテカルロ

法で用いられる諏訪・藤堂法について、一から丁寧に 

教えていただきました。我々が開発している NMR蛋白

質立体構造計算プログラムに応用が可能で、非常に大

きな効果が期待できそうです。奥村先生にはこの場を

借りて深く御礼申し上げます。 

 私が所属しています A01班からは、合計 16名の研究

者に講演いただきました。A01班は、「動的秩序の探査」

という課題名になっており、「分子の集団が自律的に集

合するプロセスを精密に探査することを可能とする実

験と理論の融合研究を実施して、そのメカニズムを理

解する。」という目標が掲げられています。このゴール

に向けて本班は、特に新しい手法を提案されている研

究発表が多くありました。測定法では、レーザー分光

法、溶液・固体 NMR、 X 線結晶構造解析、X 線・中性

子散乱、蛍光スペクトル、ラマン分光、IR、 高速 AFM

などの開発や応用に関して、計測技術だけでも非常に

多岐にわたる内容の最先端の成果を拝聴できました。

また理論面でも、蛋白質周辺の水分子の動径分布に関

する理論、多価カチオンに関する理論モデルの開発、

量子化学計算や分子動力学計算の応用など、非常に濃

い内容となっていました。私の専門は、溶液 NMR法の
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技術開発であるため、普段は NMRに関することのみを

考えて研究を進めているのですが、普段あまり関係し

ない様々な他の手法についても学ぶことができ、今回

大いに啓発されました。 

 A01 班以外からも、多くの興味深い研究発表がなさ

れました。蛋白質だけでなく、脂質膜、高分子コロイ

ド、自己集合する超分子錯体など対象とする分子も多

岐に渡っているという点もこの領域の幅の広さを感じ

ました。特に、それぞれの研究者が特定の分子の物性・

機能解析を研究対象としていると同時に、計測・計算

手法も開発されていて、独自の高い技術を持ち合わせ

ているという点は、深く感銘を受けました。実際、我々

の研究に応用が可能な独自技術をお持ちの先生方が複

数名いらっしゃったので、その先生方とは特に深く議

論させていただき、共同研究の準備も進みつつありま

す。こうした研究協力のネットワークを築けたことは、

私自身の研究に大きな意義がありました。 

様々な分子が集合・乖離を行うことで、生命のよう

な秩序だった機能が生まれるという考え方は、まだ新

しく、完全な理解へはまだ道のりは遠いと思いますが、

これだけ多くの分野の研究者が集結し、独自の高い技

術を応用してこの問題解決に向けて取り組んでいけば、

この数年でのこの分野の大幅な進展が見られであろう

と、大きな期待を持ちました。私自身も、ここでの多

くの興味深い研究発表と熱い議論から得た知識と、一

層高まった研究への意欲を研究室に持ち帰り、今後の

研究活動に生かしていきたいと思います。 
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全体班会議印象記 2 

杉安和憲 

（独立行政法人物質・材料研究

機構・A02公募研究代表者） 

 今回の全体班会議は、公募班が加わって初めて開催

される会議でした。本新学術領域は、異分野の研究者

が入り混じって構成されていますので、まずはお互い

の研究を理解し合うことが重要です。A02 班からは１

５名の発表がありました。 

 A02班「動的秩序の創生」では、生命分子システム

の特質を具現化した動的秩序系を人工的に構築するこ

とを目指しています。それぞれの研究者が独自に設

計・合成した物質をベースとして生命分子システムの

「動的秩序」にアプローチする点が特徴です。そのた

め、超分子、合成高分子、生体材料など、研究対象は

多岐に渡ります。今回の全体班会議では、班員がそれ

ぞれの研究のバックグラウンドと動的秩序との関わり、

そして将来展望について発表しました。 

 超分子化学からは、平岡秀一先生（東京大学）、佐藤

宗太先生（東北大学）、澤田知久先生（東京大学）、三

宅弘之先生（大阪市立大学）、前田大光先生（立命館大

学：班友）の発表がありました。 

 超分子化学では分子間相互作用を精密に設計・制御

することによって、美しい構造や新しい機能を創出す

ることができます。これらは熱力学的な安定性によっ

て理解されてきましたが、生命分子システムのような

複雑系へと展開するためには速度論的（動的）な研究

が重要になってきます。 

 平岡先生は、超分子錯体の形成過程について、実験

的に求めることができるパラメータに基づく解析手法

を独自に考案されており、超分子錯体の形成メカニズ

ムを解明するアプローチを紹介されました。佐藤先生

は、数十を超える多成分超分子錯体が組み上がる途中

で、過渡的に生成する中間体を NMRや結晶構造解析を

駆使して明らかにできることを発表されました。澤田

先生は、超分子錯体とペプチドのハイブリッド分子の

研究を進められており、ペプチド部分のフォールディ

ング挙動を伴った機能性ナノ空間の創出について発表

されました。三宅先生は、動的な配位子交換特性を巧

みに利用した、外部刺激でコントロールできる金属錯

体のらせん構造反転現象を発表されました。前田先生

は、π電子系オリゴピロール誘導体のイオン応答挙動

とそれに伴う機能スイッチングについて発表されまし

た。 

 高分子化学からは、佐田和己先生（北海道大学）、鈴

木大介先生（信州大学）、杉安和憲（物質・材料研究機

構）の発表がありました。 

 合成高分子は、タンパク質や DNAのような生体高分

子と同じ鎖状構造をしており、また成形・加工するこ

とによって細胞程度の大きさに材料化することもでき

ます。したがって、生命分子システムを完全人工系で

構築するための重要な材料になり得ると思います。 

 佐田先生は、低分子エフェクターと合成高分子の相

互作用に基づいた熱応答システムの構築について発表

されました。鈴木先生は、BZ反応を組み込んだ高分子

微粒子を合成されており、その周期的な動的秩序形成

について発表されました。杉安は、アミロイド繊維の

形成過程と類似した超分子ポリマー成長について、熱

力学的および速度論的なメカニズムの解明を発表しま

した。 

 タンパク質や DNAなどに関連した生体分子に関して

は、芳坂貴弘先生（北陸先端科学技術大学院大学）、飯

野亮太先生（自然科学研究機構）、上野隆史先生（東京

工業大学）、神谷由紀子先生（名古屋大学）、二井勇人

先生（東北大学）、二木史朗先生（京都大学）、松浦友

亮先生（大阪大学）の発表がありました。 

 生命分子システムの主役はタンパク質や DNAです。

これらと人工分子を組み合わせたり、あるいはこのよ

うな物質を完全に人工系で合成したりすることによっ

て、天然には存在しない機能性分子システムの構築が

可能となります。また、これらは複雑な生命分子シス

テムを紐解く重要なツールにもなり得ます。 

 芳坂先生は、非天然アミノ酸を部位特異的に導入し

た人工タンパク質を合成されており、タンパク質の集

合・解離に伴う蛍光変化システムの構築とそのセンサ

応用について発表されました。神谷先生は、光応答性

分子を導入した人工 DNAの合成と、その二重鎖形成の
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光制御について発表されました。飯野先生は、ATP駆

動回転分子モーターを人工的に再構成した「サイボー

グ回転分子モーター」について紹介されました。上野

先生は膜貫通タンパク質に倣った「蛋白質分子針」を

独自に合成されており、その細胞膜貫通挙動について

発表されました。二井先生は、リポソーム膜上におけ

るタンパク質の集合と解離をつぶさに評価することで、

輸送小胞形成のメカニズムを解明するアプローチを発

表されました。二木先生は、生体膜に曲率を与えるペ

プチドについて、ペプチドの構造や実効濃度など、曲

率誘導に影響する要因を解明する研究を紹介されまし

た。松浦先生は、無細胞翻訳系を利用した高次機能を

有する膜タンパク質の効率的な合成とその特異な機能

について発表されました。 

 以上のように、A02班からは、人工分子あるいは人

工的に設計・合成された生体分子を武器として、生命

分子システムの動的秩序の謎に切り込む研究や、生命

分子システムを凌駕するような機能システムの構築に

関する研究が発表されました。A01班や A03班との共

同研究によって、これらの研究展開が大きく進展する

ものと期待されます。 

個人的な話になりますが、私たちの研究室では、分

子の構造と機能の相関に興味を持って、超分子ポリ

マーや導電性高分子の合成に取り組んでおります。そ

ういうわけで、細胞やタンパク質について勉強する機

会はこれまでほとんどありませんでした。これまで、

インターネットや一般向けの科学系新書などで生命分

子システムについてこつこつと勉強してきましたが、

いまだ素人同然です。こんな具合では研究が遅々とし

て進展しなかったのですが、今回の全体班会議では、

この領域に加えて頂けなければ学ぶことができなかっ

た新しいキーワードをたくさん仕入れることができま

した。 

 ４日間、「動的秩序形成」に関する最先端の研究を

みっちりと聞いて、生命分子システムの巧妙な機能と

それを可能とする精緻な構造にただただ驚くばかりで

した。特に系の複雑さ（矢印の多さ）は化学反応とは

比べものにならず、スタートからゴールまで目で追う

前に次のスライドに移ってしまう、そのようなありさ

までした。並列的で連続的なシステムに見慣れていな

いようです。「生体分子システムはどうしてこんなに複

雑なのか？」といった奥深い謎に思いを巡らせる前に、

一体、ここに参加されている先生方はどのようにして

この複雑なシステムを理解されているのだろうか、と

いうことが気になりました。分子を対象とするか、生

物を対象とするかで考え方・見方が異なるように思わ

れました。 

 学会であればこのまま帰るところですが、全体班会

議ではコミュニケーションの場が用意されていてとて

もありがたかったです。 

 先生方とおいしい地酒を飲みながら、先の稚拙な疑

問をぶつけてみるといろいろと面白いお話を伺うこと

ができました。生物の分野では未だ明らかにされてい

ないことが多く、「理解できないからこそ面白い」とい

う感覚が大きなモチベーションになっているようです。

一方、化学では理解できたことをベースにして新しい

物質を設計・合成しますので、研究の進め方が対照的

です。理解できていることとできていないことの境界

線がわかっただけでも私にとっては大きな収穫でした

し、未解明の現象にどのようにアプローチしていくか

はとても参考になりました。また、「実は私も分野外。」

とおっしゃる先生が意外にも多く安心しました。 

 私の研究に関してもいろいろと示唆に富んだコメン

トを頂くことができました。日頃質問されることとは

全く異なる視点からのコメントで、この領域に加えて

頂いたことで新しい研究展開が期待できそうです。 

 最終日の代表総括で、加藤先生が会議中に共同研究

の芽が自発的に出てきたことに触れられて「こういう

ことを自己組織化というのでしょう。」とおっしゃって

いましたが、なるほど集団を構成する要素が複雑であ

るほど全く予想もできないようなアウトプット（成果）

が生まれてくるように思われます。本領域のロゴは、

複数のピースが集合して形作られています。化学的な

ピースとしてこの複雑系の中に組み込まれるよう努力

して、化学的なアプローチだけからは思いつかなかっ

たような切り口の研究につなげたいと思っています。 

 最後に全体班会議の運営にご尽力頂いた芳坂研究室

の皆様には大変お世話になりました。この場を借りて

御礼申し上げます。 
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全体班会議印象記 3 

寺内一姫 

（立命館大学生命科学部・A03

公募研究代表者） 

 本新学術領域の全体班会議が、8月 4日から 7日に
小松市で開催されました。公募班も含めた最初の会議

で、初めてお会いする方々との出会いを楽しみに、特

急しらさぎで小松駅に降り立ちました。 
 ここでは、私が所属する A03班の発表を中心とした
簡単な報告と会議の印象を述べさせていただきます。

各班員の発表に関しての報告は、私のメモを元に書き

起こしたものであり、専門外の研究も多く、必ずしも

正確でないかもしれません。ご容赦いただければ幸い

です。 
 A03 班は、「動的秩序の展開」を目指す計画研究 3
名と公募研究 13 名からなります。本班は、生命シス
テムにおける離散集合現象を、実在系を通して実験・

理論の両面から明らかにすることを目指しています。

本会議では、主に 3日目午後と 4日目に研究代表者全
員が研究紹介をしました。 
 領域代表でもある A03班班長の加藤先生（岡崎バイ
オ）は、班の紹介とご自身のこれまでの研究成果と今

後の展望についてお話されました。プロテアソームの

自己組織化メカニズムについて構造に立脚した興味深

い研究の紹介がありました。計画班の岡本先生（名古

屋大）は、膜タンパク質の構造形成など様々な動的秩

序形成に拡張アンサンブル法をもちいた分子シミュ

レーション研究を紹介されました。もう一人の計画班

である稲垣先生（奈良先端大）からは、神経軸索伸長

のためのアクチン繊維の離合集散とシグナルを力に変

換するタンパク質複合体の形成メカニズムに関する紹

介がありました。計画班の先生方のこれまでの研究経

緯および今後目指すところに関して、どれも大変興味

深いものばかりでした。 
 A03公募班の最初の講演者は、内山先生（大阪大学）
でした。内山先生は、タンパク質複合体を、超遠心分

析、Native-MS、 HDX-MS等を用いて解析されてお
り、会合様式や構造変化の解析を通して複合体形成機

構の解明を目指しておられます。老木先生（福井大）

は、イオンチャネルの分子内構造変化から超分子集合

形成にいたる分子機構の解明についてお話をされまし

た。奥村先生（分子研）は、アミロイド繊維形成にお

いて、アミロイドベータペプチドが離合集散する過程

のシミュレーションにより、その凝集機構を理論的に

研究されています。菊地先生（大阪大）は、設計され

た化学プローブを用いて生体分子の反応を検出すると

いう研究をされており、分子プローブの機能向上によ

り、生体内の情報を解明する可能性に興味がひかれま

した。佐甲先生（理研）は、細胞増殖反応に関わる上

皮成長因子受容体が情報伝達反応において、どのよう

な構造や動態を通じてその役割を果たしているかを、

細胞内 1分子測定技術を用いて研究を展開されていま
す。笹井先生（名古屋大）は、時計タンパク質 KaiABC
の概日振動機構を、KaiC の ATPase 活性と六量体構
造変化のシミュレーションにより理論面から明らかに

されようとしておられます。筆者の研究と深く関係す

ることもあり、今後の研究展開が大変楽しみです。 

最終日である 4日目の午前に、A03公募班 7名が研
究発表しました。佐藤先生（東京大）は、細胞内の小

胞輸送現象を解明することを目的に、再構成系や 1分
子計測系などを用いて研究を展開されています。真行

寺先生（東京大）は、鞭毛の振動運動をダイニン分子

の運動制御機構の解析により研究されています。先生

が大学院生の時に発見された成果をもとにこれまで展

開されてきたすばらしい研究を、初めて拝聴する機会

に恵まれました。杉山先生（京都大）は、中性子小角

散乱法をタンパク質ホモオリゴマー間のサブユニット

交換解析に応用されています。茶谷先生（神戸大）は、

アミロイド繊維形成プロセスにおいてその中間体をと

らえることでタンパク質集合メカニズムを解明されよ

うとしておられます。水野先生（東北大）は、アクチ
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ン骨格の超分子集合体の結合解離の動態を、生細胞内

で可視化定量化することで明らかにされています。村

田先生（生理研）は、無エンベロープウイルスである

ロタウイルスの感染と増殖の機構を最先端の電子顕微

鏡を用いて解析しモデル提案されています。筆者（寺

内、立命館大）は、シアノバクテリアの 3つの時計タ
ンパク質による in vitroでの24時間周期の生物時計再
構成系を用いた、時計の同調機構の解明を目指した研

究を紹介させていただきました。 

以上、A03 班の研究報告について紹介しましたが、
他の班の発表についても興味深いものが多数あり、活

発に議論がなされました。私の研究対象としている時

計タンパク質に関する研究者が他の班にも複数参加さ

れており、そのことを大変うれしく思いました。近藤

孝男先生（名古屋大）の研究室で、KaiABCタンパク
質による生物時計の再構成に初めて成功した頃、近藤

先生と数人の院生とポスドクで、日々実験と議論を重

ねた楽しい時間を懐かしみつつも、現在その研究が多

くの方々に広まりつつあることを実感し、近い将来

きっと生物時計の新規な原理が発見されると確信しま

した。 
「動的秩序と機能」は異分野の研究者が多く集まっ

た領域ですが、第 1回目の全体班会議からすでに、異
分野間で質疑応答が盛んに行われており、今後の本領

域の発展を予感させるものでした。また、若い研究者

や院生がしっかりと質問していた姿が頼もしく、次の

会議ではさらに活発な議論がなされるに違いないと思

いました。3 名の評価委員の先生方の厳しい質疑もあ
り、若い方々に向けての叱咤激励が一層領域全体を活

性化させるに違いありません。評価委員の先生方は夜

の自由討論会や懇親会でも若い研究者にお声かけをさ

れており、この会議で出席できた院生は幸運だなと思

いました。 
 講演時間以外にも夕食後の自由討論会や懇親会で、

多くの人と話す機会をもてるように企画された班会議

でした。また、若い大学院生や研究者が多数参加して

おり、彼らの中でも互いに刺激的な議論がなされたよ

うでした。今回の会議をきっかけに、新しい研究が生

まれ、将来の研究発展につながるのではないかと思い

ました。最後になりましたが、ご準備いただいた芳坂

先生とスタッフの皆様に心より感謝いたします。  
 以前に私が参加していた他の特定領域や新学術領域

では、女性の研究代表者は、私を含め 1〜2名でした。
本研究領域には、現在 4名の女性研究者が公募班とし
て参加しています。日本における女性研究者の割合は、

欧米と比べると悲しいほど低いですが、国の支援事業

が少しずつ実を結んでいる表れかもしれません。 
 とても刺激的な夏の 4日間でした。歴史の古い粟津
温泉は、古くから保養湯治向けの温泉町であったそう

です。会場となったおびし荘は、貸し切りでしたので、

会議に集中することができました。小松市が、重機メー

カーの小松製作所発祥の地だということを、今回初め

て知りました。帰りの列車待ちのわずかな時間に、駅

前の「こまつの杜」を訪問しました。超大型ダンプ

930E に目をみはりました。立派な企業展示館が開放
されていて、そこで遊んでいる子供たちの姿に、地元

に縁ある企業としての存在感の大きさを感じつつ、小

松の街をあとにしました。 
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加藤晃一 
（自然科学研究機構 岡崎統合バ

イオサイエンスセンター・ 
A03計画研究代表者） 

 8月の全体班会議は、様々な分野の班員・班友の方々

の初めての顔合わせでしたが、大変活発な会議となり

ました。異分野間の交流のもと新たな共同研究が生ま

れつつあること、そして学生さんを含めた若い力が

育っていることをとても嬉しく心強く感じました。参

加された全ての皆様にあらためてお礼を申し上げます。

さて、本稿では班会議を間に挟んで筆者がこの夏の間

に行った領域内共同研究とアウトリーチ活動の一端を

ご報告させていただきます。 

 まず、7月 8日には分子研 A03班の奥村久士班員の

グループならびに西村勝之博士（分子研）と「糖脂質

膜クラスターとアミロイド線維を舞台とするタンパク

質アッセンブリーの研究」と題する共同研究の打ち合

わせを分子研計算科学研究センターにて行いました。

筆者らが所属する分子研は、分子科学研究の中核拠点

として実験的および理論的研究を行うとともに、広く

研究者の共同利用に供することを目的として設立され

た大学共同利用機関です。そのミッションは全国の研

究者に共同利用・共同研究の場を提供することですが、

最近は所内の研究者の間での連携もこれまで以上に推

進されています。 

この共同研究プロジェクトでは、筆者らの溶液 NMR

法の手法と西村博士の固体 NMR法の方法論を組み合

わせ、さらに奥村班員の分子シミュレーションのアプ

ローチを統合することによって、アルツハイマー病に

関連するアミロイドβタンパク質が、ガングリオシド

とよばれる糖脂質のクラスターと特異的に相互作用し

て分子重合するメカニズムの解明を目指すものです。

筆者のグループからは研究分担者の山口拓実助教とア

ミロイド研究の専門家である矢木真穂博士（岡崎統合

バイオサイエンスセンター特任助教）も参加して熱い

議論を行いました。先月のニュースレター（第 12号）

で超音波によるアミロイド線維の破壊の非平衡分子動

力学シミュレーションの成果が奥村班員により紹介さ

れましたが、ちょうどその論文が受理公開されたとい

うタイミングでしたので、打ち合わせの後は東岡崎駅

近くの居酒屋で暑気払いを兼ねたお祝いを行いました。 

分子研での奥村久士班員、西村勝之博士らとの研究打

ち合わせ。 

 7月 10日には、筆者が名市大で主宰している研究室

メンバーと A03班の内山 進班員ならびに杉山正明班

員とタンパク質分子のアッセンブリー系を対象とした

実験的アプローチ法に関する討議を名市大薬学キャン

パスで行いました。全体班会議でもご紹介がありまし

たように、内山班員は超遠心と質量分析（MS）を用い

て、杉山班員は中性子小角散乱（SANS）を用いて、

複雑な生体分子合体の構造解析に取り組んでおられま

す。内山班員は 4月から岡崎統合バイオサイエンスセ

ンターの客員准教授を兼務されており、同センターに

新たに導入された native MS装置を用いた共同研究を、

新任の石井健太郎研究員と協力して推進されていかれ

ます。一方、杉山班員と筆者は、重水素標識を利用し

た SANSを活用してプロテアソームシステムにおける

タンパク質複合体の動的構造解析の共同研究を行って

います。名市大グループからは、X線結晶構造解析と

NMR分光法を利用した構造生物学の観点から矢木宏

和講師らが討議に加わり、多元的な構造解析のアプ

ローチ法を統合した共同研究の可能性と方向性に関し

て参加者全員で熱心に議論いたしました。こうした叡

智の結集が果たしてどのようなかたちで実を結ぶか、

どうか楽しみにしていてください。 

夏の活動報告 
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8月の全体班会議の翌日 8日からは第 54回生物物理

若手の会 夏の学校が愛知県西浦温泉で開催されまし

た。筆者は講師の 1人としてお招きいただき 9日から

名市大での内山 進班員、杉山正明班員らとの研究打ち

合わせ。 

参加しました。（全体班会議が行われた粟津温泉と引き

続いて、その 1週間はほぼ毎晩温泉につかっていたこ

とになりますが、同時期に名古屋大学で開始されてい

た日本糖質学会とかけもちであったため、台風 11号の

近づくなかを両会場の往復となり、実際は残念ながら

あまり寛げた状況ではありませんでした。） 

最初の生物物理若手夏の学校が開催されたのは

1960年夏で、生物物理学会は同年 12月に誕生したと

いうことですので、この若手の会はとても由緒ある会

ということになります。今回の夏の学校の主要なテー

マは男女共同参画でした。そのためか、参加者の学生

さんにも講師陣にも女性の割合が高かったように思い

ます。また、諏訪牧子博士（青山学院大）、林 久美子

博士（東北大）、光武亜代理博士（慶応大）はじめ理論

系の講師が一堂に会し、Girl's Summitというセッショ

ンが企画されていました。筆者は実験家という立場か

ら、バイオメカニクスの理論研究をされている和田浩

史博士（立命館大）と対をなすかたちで講演を行いま

した。座長をつとめていた名大の佐藤竜馬さん（岡本

祐幸班員のグループの大学院生）からは、「どのような

思いで、どのような生物物理を目指しているか」、「あ

なたにとって、生物物理とはなにか」という内容を盛

り込んで講義をしてほしいとあらかじめ依頼されてい

ましたので、学部学生時代から本領域の活動に至るま

でのエピソードを与えられた 90分間の時間の中で一

気にお話ししました。参加者されていた学生さんから

も鋭い質問をいただきました。 

参加された学生さんの中には将来アカデミックで研

究をしたいという方が随分とおられましたが、将来の

キャリアパスにはかなり不安があるようでした。不安

要素は人それぞれでしょうから、最大公約数的な討論

の場ではあまり的確なアドバイスはできなかったかと

思いますが、食事をしながら個人的にお話ししたとき

などは、それぞれしっかりとした考えを持っているよ

うで頼もしく思えました。それと同時に若手一人一人

に向き合って対話することの重要性を感じて参りまし

た。 

今月予定されている第 1回「動的秩序と機能」若手

研究会では、これからのサイエンスを担う若手の皆さ

んの知的交流の場が提供できるかと思います。若いう

ちに多様なものの見方を身につけた人というのは、や

はり強いと思います。先日の全体班会議に引き続いて

若手の皆さんの益々の盛り上がりを願いつつ本稿を結

びたいと思います。 

第 54回生物物物理若手の会 夏の学校での討論風景と

参加者の集合写真。 
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メディア報道 

2014-7-10 

飯野亮太班員 (A02)らの研究成果が日刊工業新

聞（ 7 月 10 日）に掲載されました  

 

2014-4-23 

塚崎智也班員 (A02)らの研究成果が化学工業日

報（ 4 月 23 日）に掲載されました  

 

2014-4-11 

加藤晃一領域代表と佐藤匡史研究分担者(A03)らの共

同研究の成果が科学新聞（4月 11日）に掲載されまし

た 

 

プレスリリース 

2014-7-9 

1 ナノメートルの人工分子マシン 1 個を「見

て、触る」ことに成功：光学顕微鏡による  1 分

子モーションキャプチャ（ A02 班  飯野亮太班

員ら）  

 

2014-5-27 

「つるつる・くるくる」カーボンナノチューブ

分子内部の秘密  化学が解き明かすカーボンナ

ノチューブの筒内平滑構造（ A02 班  佐藤宗太

班員ら）  

 

2014-4-17 

タンパク質を細胞膜に組み込むメカニズムを

解明 -バクテリアから人まで共通した基本的な

生命現象の理解 -（ A02 班  塚崎智也班員ら）  
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（今月はこれまで事務局に頂いた情報をまとめて掲載

しています） 
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